
　　令和元年９月５日（木）午後２時　玉名市民会館　第２会議室

１．本日の出席農業委員は、次のとおりである。

１番  永田　知博 ２番　鶴田　克士 ３番　赤松　繁之 ４番  竹下　宏介

５番　浦谷　幸司 ６番　縄田伊知郎 ７番　下川　安 ８番　船津　和利

９番　澤村　哲志 10番  田上　一 11番　福田　友明 12番　中島　浩輔

13番　小川　信孝 14番  髙田  優子 15番  吉田　孝壽 16番　島村　秀敏

17番　永田　眞一 18番　堀田　昌子 19番　村端　一弘

   ０ 名

３．本日の出席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

推１  水本　信之 推２　植野　司 推３　松本　恒幸 推４　土田　健一

推５  小山　勝男 推６　森川　正志 推８　岡村　栄一

推９　橘　一輝 推10　粟田　稔 推11　小山久仁江 推12　西分　幸夫

推13　德井　勝美
 推14　永田　光秀 推15　楯岡　秀昭 推16　井上　道明

推17　中山　一久 推19　平野　秀正

４．本日の欠席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

推18　坂本　修

５．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　小山　博 次長　西川慶一郎 係長　竹森　明徳 参事　松倉　司

主査　前田　稚子 主事　村上　寛子

６．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０ 名

議　題

第３５号 農地法第３条の規定による許可申請について

第３６号 農地法第４条の規定による許可申請について

第３７号 農地法第５条の規定による許可申請について

第３８号 農用地利用集積計画の決定について

報　告

第２３号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第２４号 農地の形状変更届について

第２５号 非農地証明願いについて

令和元年第５回玉名市農業委員会総会議事録

２．本日の欠席農業委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局長（小山 博君） 皆さんこんにちは。定刻前ではありますが、本日出席予定

の委員、推進委員、皆さんお揃いですので、定刻前ですが始めさせていただきます。 

 本日は農業委員総数１９名、皆さん出席。農地利用最適化推進委員総数１９名の

うち、１８番坂本推進委員から欠席の届けが出ておりまして、１８名の御出席でご

ざいます。 

 玉名市農業委員会会議規則第７条の規定により会議は成立しておりますので、た

だいまから令和元年第５回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（小山 博君） まず永田会長より御挨拶をいただきまして、引き続き、会

議規則第５条の規定により議長をお願いし、議事の進行をお願いいたします。 

○会長（永田知博君） 皆さん、こんにちは。非常に残暑が厳しい季節でございますけ

れども、今年は日照不足でなにぶん梅雨が２回ぐらい来たような状況でございまし

た。非常に日照不足が叫ばれておりますけれども、今後農作物にとりましても非常

に被害が危惧されておる状態でございます。このあとどういう天候になるかわかり

ませんけれども、しっかりと豊作を祈りながら作業を進めていただきたいという思

いでいっぱいでございます。 

 まず、先月の２９日の熊本県農地利用最適化推進大会、御出席ありがとうござい

ました。残念ながら１２名の欠席ではございましたけれども、時期が時期だけに非

常に皆さんも多忙な中の御出席でございました。これからなるべく御期待に添える

ような時期に何でも開催してもらえるように頑張ってまいりたいと思います。 

 今日はその他の案件で、事務局のほうからいろいろおつなぎがあると思いますの

で、どうぞ最後までよろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（永田知博君） それでは、早速でございますけれども、議事に入ります。着座

にて説明させていただきます。 

 本日の議案は、議第３５号より議第３８号までの５２件と、報告第２３号より第

２５号までの１８件が提案されております。慎重なる御審議よろしくお願いいたし

ます。 

 本日の議事録の署名委員は、１２番中島委員と１３番小川委員にお願いいたしま

す。 

 なお、毎回申し上げますけれども、発言の際には、委員番号と氏名、推進委員か
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らの発言の場合は、推進委員番号と氏名を述べたうえで発言をお願いいたします。

また、採決の際の挙手につきましては、農業委員のみの挙手をお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（永田知博君） それでは、議事に入ります。 

 議第３５号農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。 

議案１ページをお願いいたします。 

 議第３５号農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第３条第１項の

規定による下記農地の所有権移転及び使用収益権設定許可申請について許可するも

のとする。令和元年９月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番から５番までは関連しております。 

 １番、小浜と滑石の申請人で、滑石の畑８８６㎡を相手方の要望と新規就農のた

め賃貸借権を設定するものです。 

 ２番、岱明町と滑石の申請人で、滑石の田６２６㎡を相手方の要望と新規就農の

ため賃貸借権を設定するものです。 

３番、滑石の申請人で、滑石の田４９１㎡を相手方の要望と新規就農のため賃

貸借権を設定するものです。 

 ２ページをお願いいたします。 

４番、熊本市と滑石の申請人で、滑石の田１,０１１㎡を相手方の要望と新規就

農のため使用貸借権を設定するものです。 

５番、滑石と長洲町の申請人で、滑石の田８９４㎡外１筆、計１,７９５㎡を労

力不足と経営拡張のため賃貸借権を設定するものです。 

 ６番、熊本市と滑石の申請人で、滑石の畑１１６㎡を耕作不能と経営拡張のため

売買するものです。 

７番、大浜町の申請人で、大浜町の畑７,２１３㎡外２筆、計３８,６１４㎡を

子へ贈与するものです。 

 ８番、石貫の申請人で、石貫の田２４９㎡を労力不足と耕作便利のため売買する

ものです。 

 ３ページをお願いします。 

９番、荒尾市の申請人で、岱明町開田の樹園地９,１１２㎡外３筆、計１３,１

４１㎡を農業者年金受給のために使用貸借権を設定するものです。 

 １０番、福岡市と岱明町の申請人で、岱明町中土の田９７７㎡外１筆、計１,９
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５３㎡を耕作不能と経営拡張のため賃貸借権を設定するものです。 

 １１番、岱明町の申請人で、岱明町浜田の田３５７㎡外２筆、計２,０３５㎡を

労力不足と経営拡張のため売買するものです。 

 １２番、福岡市と岱明町の申請人で、岱明町下沖洲の田２４５㎡外１筆、計１,

４１９㎡を労力不足と経営拡張のため売買するものです。 

４ページをお願いします。 

１３番、横島町の申請人で、大浜町の田１,２７１㎡外９筆、計１５,９４４㎡

を子へ贈与するものです。 

１４番、横島町の申請人で、横島町横島の田１,０５２㎡外３筆、計２,９４５

㎡を子へ贈与するものです。 

１５番、横島町の申請人で、横島町横島の畑４８７㎡を農業者年金受給のため

に使用貸借権を設定するものです。 

１６番、横島町の申請人で、横島町横島の田４５９㎡外２筆、計４,３８７㎡を

子へ贈与するものです。 

 ５ページをお願いします。 

１７番、横島町の申請人で、横島町横島の畑３９８㎡を相手方の要望と規模拡

大のため売買するものです。 

１８番、横島町の申請人で、横島町横島の畑４５３㎡を子へ贈与するものです。 

１９番、横島町の申請人で、横島町横島の田５６１㎡外１筆、計４,９２１㎡を

子へ贈与するものです。 

２０番、横島町の申請人で、横島町横島の田１,１６６㎡外４筆、計８,８４８

㎡を相手方の要望と経営拡張のため売買するものです。 

２１番、天水町の申請人で、天水町小天の樹園地２,０２０㎡外２筆、計５,５

２４㎡を労力不足と経営拡張のため売買するものです。 

６ページをお願いします。 

２２番、天水町の申請人で、三ッ川の畑１,０７６㎡外４筆、計３,８８４㎡を

一部経営移譲のため使用貸借権を設定するものです。 

 ２３番、熊本市の申請人で、天水町小天の畑２６２㎡外５筆、計７,２３５㎡を

子へ贈与するものです。 

以上２３件、合計１１７,３６２㎡につきまして、農地法第３条第２項各号の禁

止規定から申請内容を審査し、取得後の全ての農地を利用すること、機械、労働力、

技術、地域との関係も問題がないこと、許可要件の全てを満たしているものと判断

し御提案しております。 

御審議のほど、よろしくお願いいいたします。 
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○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。事務局の議案説明中は、

なるべく私語をお慎みください。よろしくお願いいたします。 

 ただいま事務局の説明が終わりました。それでは、受付番号１番から順に担当委

員の説明をお願いいたします。 

 まずは、この１番から関連して３番、４番と続けての場合は、そのまま連続で説

明をお願いいたします。 

 それでは、１番からよろしくお願いいたします。 

○推２番（植野 司君） 推進委員２番、植野です。１番から４番まで関連しています

ので、まとめて説明いたします。 

 借人は、平成２７年に設立した滑石にある地域おこしや地域創生に寄与すること

を目的とする一般財団法人です。新たに自然農法の普及や研究のために農地を借り

て、エゴマ、米や野菜を耕作し、販売や自営の飲食店での活用を考えられています。

８月８日に市役所において借人と鶴田委員と私と事務局で新規就農審査会を行い、

今回３条で４筆３,０１４㎡の貸し借りを行い、中間管理機構の配分と変更で５筆

２,２５２㎡の貸し借りを行います。合計で５,２６６㎡となり、下限面積等も満た

しておりますので、許可相当と判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま１番から４番までを連続で説明をいただきました。 

 それでは、５番、お願いいたします。 

○推２番（植野 司君） 推進委員２番、植野です。 

案件５番、申請人は牛を飼っていて、牛の餌作りに土地を借りるとのことです。

許可相当と判断しました。以上です。 

 案件６番、申請人は従兄弟同士で、道がない狭い土地ですので、買ってくれとい

うことでの経営拡張です。下限面積も満たしていますので許可相当と判断しました。

以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ５番、６番について説明をいただきました。 

 それでは、７番お願いいたします。 

○推３番（松本恒幸君） 推進委員３番、松本です。７番の案件について御説明いたし

ます。 

 これは子への贈与ということで、下限面積も満たしております。何ら問題はない

と判断します。 

どうか御審議のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 
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それでは、８番お願いいたします。 

○９番（澤村哲志君） ９番、澤村です。８番について説明いたします。 

 譲渡人は労力不足で、今回の農地の隣接地を耕作している譲受人の２人が共同で

耕作するものです。それぞれ下限面積等も満たしていますので、許可相当と判断し

ます。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、９番をお願いいたします。 

○推１０番（粟田 稔君） 推進委員１０番の粟田です。 

 ９番の件に関しては、親子関係で農業者年金受給ということで、特別問題ないと

判断します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、１０番をお願いいたします。 

○推１１番（小山久仁江君） 推進委員１１番、小山です。１０番の件について説明し

ます。 

 賃貸人は福岡市に在住で耕作不能、賃借人は経営拡張ということです。申請地の

この２筆は、賃借人の耕作地の両隣です。耕作便利でもあります。下限面積も満た

しており、何も問題なく許可相当と判断しております。 

よろしくお願いします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 続きまして、１１番よろしくお願いいたします。 

○１２番（中島浩輔君） 農業委員の１２番、中島です。１１番の案件について説明い

たします。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張ということで、何ら問題なく、売買という

ことで話が進んでおります。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、１２番をお願いいたします。 

○推１３番（德井勝美君） はい、推進委員１３番の德井です。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張ということで、下限面積も満たしており、

何ら問題なく許可相当と判断いたします。 

よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、続きまして１３番、お願いいたします。 

○推１４番（永田光秀君） 推進委員１４番の永田です。 

１３番と１４番は同じ親子関係の案件になっており、子への贈与となっており
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ますので、何ら問題なく許可相当だと思います。以上です。 

 それから、１５番は、使用貸人と借人、農業者年金受給のための申請となってお

りますので、許可相当だと思われます。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 続きまして、１６番をお願いいたします。 

○１４番（髙田優子君） 農業委員１４番、髙田です。１６番の案件について説明いた

します。 

 譲渡人と譲受人は親子関係で、子への贈与となっております。下限面積も満たし

ており許可相当と思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、１７番よろしくどうぞ。 

○１４番（髙田優子君） 続けて申し上げます。１７番の案件について御説明いたしま

す。 

 譲渡人は相手方の要望、譲受人は規模拡大ということで、下限面積も満たしてお

り、何ら問題ないと思われます。よろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、１８番よろしくお願いいたします。 

○１６番（島村秀敏君） １６番、島村です。１８番と１９番は関連しておりますので、

一括して御説明いたします。 

 １８番、譲渡人から子への贈与です。 

 １９番も譲渡人から子への贈与ということで、下限面積も十分満たしているとい

うことで、許可相当と考えます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 １８番、１９番、ただいま説明をいただきました。 

 次に、２０番をよろしくお願いいたします。 

○推１５番（楯岡秀昭君） 推進委員１５番の楯岡です。２０番の件につきまして説明

いたします。 

 譲渡人は相手方の要望、譲受人は経営拡張ということです。下限面積も満たして

いますので、許可相当と思われます。 

審議よろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、２１番、よろしくお願いいたします。 
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○１９番（村端一弘君） 農業委員１９番、村端です。２１番の案件について説明しま

す。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張ということで、何ら問題ないと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 ２２番お願いします。 

○１８番（堀田昌子君） はい、１８番農業委員、堀田です。２２番の案件について説

明します。 

 使用貸人、使用借人は親子関係です。これは子に一部経営を移譲するもので、特

に問題はなく許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、２３番をお願いいたします。 

○１９番（村端一弘君） 農業委員１９番、村端です。２３番の案件について説明しま

す。 

 譲渡人と譲受人は親子関係で、子への贈与ということで問題ないと思います。よ

ろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 １番から２３番までただいま説明が終わりました。何か御意見、御質問はござい

ませんでしょうか。 

はい、どうぞ。 

○５番（浦谷幸司君） 農業委員５番の浦谷です。１０番の案件についてお伺いしたい

と思います。 

 報告第２３号の１番と関連ということで、面積が１,９５３㎡の貸し付けという

形になっておりますが、報告のほうでは３,０００㎡からあっとですよね。残りは

どういう形にされるのかなあという疑問がありまして、ちょっとお伺いしたいと思

います。 

○議長（永田知博君） はい、どうぞ。 

○係長（竹森明徳君） 事務局、竹森です。今回解約のほうをされました分のうちの一

部をですね、今回の賃借人の方が借りられて耕作をされます。残りのほうは復元後

は自作ということで残っております。またそのうち借人が決まったら貸される可能

性もあります。以上です。 

○５番（浦谷幸司君） 耕作不能という形で出とるとにですね。 

○係長（竹森明徳君） 一応貸与される分の一部は借人が見つかって、今回の方が借り

られます。残りの分がまだ今から耕作者のほうを探されます。すみません。 
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○議長（永田知博君） ほかにはありませんか。 

はい、どうぞ。 

○推１２番（西分幸夫君） ちょっと勉強のために教えてもらいたいんですけれども、

案件１番から４番までの賃借される法人は、農地を借りてどんな農業をやられるん

ですかね。 

○推２番（植野 司君） 要するに無農薬で農業を今からやるということです。それと、

今から農業をしたい人のための農場を広く作って、そこで研修してもらいたいとい

うことです。 

○推１２番（西分幸夫君） いわゆる研修生みたいなものを募集されるわけですね。 

○推２番（植野 司君） この間の話し合いではそういうことも言われました。 

○議長（永田知博君） はい、どうぞ。 

○係長（竹森明徳君） 事務局、竹森です。有機農法、無農薬栽培のほうを普及したい

という気持ちがあられるみたいなので、講習に来られる方に対しても広めていきた

いということでした。 

○推１２番（西分幸夫君） 具体的にどういうふうに進められるのかなあと思って、勉

強のために聞かせていただきましたけど、まだ具体的には具体化はされてないんで

すね。農業をしたい人を集めて教育をするとか、あるいは、その教育をするために

は公有地と協力者になってもらってどんなことをするとか。 

○係長（竹森明徳君） まだ最初の段階なので、最初はその限られた分をしっかり耕作

していくと。そういうところがまず目的で、そこからですね、軌道に乗ったらそう

いう経営をして、希望される方に教えていきたいというところです。まだその部分

に関してはまたこれから先の話になるのかなと思います。以上です。 

○推１２番（西分幸夫君） すみません、大体分かりました。ありがとうございました。 

○２番（鶴田克士君） お分かりになられましたでしょうか、大体というか。自分たち

も相当心配してですね。したところがやっぱり前向きにああいう方ですので、イン

ターネットでお客さんを寄せて、無農薬で野菜類を作りたい。米を無農薬で、お客

さんに販売したいということです。そして、東京のほうに会社を持っておられます

ので、ゆくゆくは農業をしながらしたいという人もおるもんで、畑はたくさんある

からこっちに呼ぼうかて思うとっていうことも言われました。そういうふうで農業

をする人がおれば助かることですので、ただ自分たちも心配はしていますけれども、

やっぱりそうやってやると言われることに対して、自分たちはぴしゃっと事業報告

なんかもあがっておりますので、断るにも断られんというか、やっぱり頑張ってく

ださいというふうになりました。これでいいでしょうか。 

○推１２番（西分幸夫君） 私も前からいろいろな話を聞いて、大体やろうとされてる
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ことはある程度は想像つくんですけれども、どれだけ具体化されているのかなあと

いうのを確認したかったんですけれども。はい、わかりました。また別個勉強させ

てもらいたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ほかには何かございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） ほかに御意見、御質問もないようでございますので、採決に移

ります。 

 議第３５号農地法第３条の規定による許可申請については、原案どおり許可する

ことに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。異議がないものと認め、

議第３５号については、許可することに決定いたしました。 

 次に、議第３６号農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたしま

す。議第３６号は、受付番号２番に始末書が提出されておりますので、委員の説明

の前に事務局より始末書を読み上げます。 

 それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局の小山です。７ページをお願いいたします。 

 議第３６号農地の転用許可申請について。農地法第４条第１項の規定による下記

農地の転用許可申請について意見決定するものとする。令和元年９月５日提出、玉

名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、申請物件が寺田の畑１８６㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない農地で、第２種農地と判断して、ほかに適当な

場所がないものと判断しております。 

 ２番、申請物件が岱明町高道の田５１６㎡で、転用目的は海苔加工場です。農地

区分は、概ね１０ｈａ以上の一団の農地内に所在する農地で、第１種農地と判断し

ております。第１種農地は原則不許可となるところですが、申請地の周辺において

居住する者の日常生活上、業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるものと

して、例外的に許可は可能となっております。 

 以上２件、合計７０２㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全ての項目

ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提案して

おります。去る９月３日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろし

く御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 
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 ただいま事務局の説明が終わりました。 

 それでは、受付番号１番につきまして、委員の説明をお願いいたします。 

○推６番（森川正志君） 推進委員６番、森川です。１番の案件について説明いたしま

す。 

 先ほど説明もありましたけれども、農業委員と市役所のほうからの同道で現地を

調査しました結果、周りはずっと側溝もありまして、給水は市の合併浄化槽と、そ

れから今ですね、またこの案件のすぐ下に住宅用地として造ってありますけれども、

そっちのほうに水が流れないように、一応側溝はきれいにさらえてから流すと、そ

う言っておりました。別に近隣にも住宅はありますけれども、ちょっと離れている

ので何も問題ないと思いまして、許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、ここで事務局より受付番号２番につきまして、始末書を読み上げます。 

 事務局、よろしくお願いいたします。 

○参事（松倉 司君） ― ２番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 ただいま受付番号２番につきまして、始末書の朗読を終わらせていただきました。 

 引き続き、受付番号２番につきまして、委員の説明をお願いいたします。２番、

どうぞ。 

○１２番（中島浩輔君） 農業委員の１２番、中島です。２番の案件について説明いた

します。 

 場所は５０１号線沿いにある交差点より南のほうに１５０ｍ行ったところに住宅

と作業場があります。目的は、今、始末書にありましたように海苔加工場の建て替

えです。規模拡大の計画で大型機械の導入、それに伴う加工場が必要ということで

す。給水は以前使っていたとおり使用し、雨水も生活雑排水についても以前のとお

り使用し、雨水におきましては、集積桝を新たにまた作り直すということです。隣

接する住宅や農地については影響ないものと思います。現況は倉庫兼物置が平成２

９年ですか、許可なく建てておられるのが今あります。加工場については、基礎コ

ンクリをちょうど打った状態で今、工事がストップしております。申請人は深くこ

のたびの件につきまして深く反省されておりました。審議のほどよろしくお願いい

たします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 委員の説明が終わりました。何か皆さんより御意見、御質問などはございません

でしょうか。 

(なしの声) 
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○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

議第３６号農地法第４条の規定による許可申請について、原案どおり承認する

ことに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第３６号については、許可することに決定いたしまし

た。 

○議長（永田知博君） 次に、議第３７号農地法第５条の規定による許可申請について

を議題といたします。 

 議第３７号は、受付番号８番及び９番に始末書が提出されておりますので、委員

の説明の前に事務局より始末書を読み上げます。 

それでは、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。８ページをお願いします。 

 議第３７号農地の転用許可申請について。農地法第５条第１項の規定による下記

農地の転用許可申請について意見決定するものとする。令和元年９月５日提出、玉

名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件が立願寺の畑３３㎡で、転用目的は宅地拡張です。農地区分は、

都市計画法に規定する用途地域内の農地で第３種農地と判断しております。 

２番、申請物件が山田の田１,１０８㎡で、転用目的は建売住宅３戸です。農地

区分は、上下水道管が埋設されている沿道で、概ね５００ｍ以内に２以上の公共施

設が存在する区域内にある農地であり、第３種農地と判断しております。 

 ３番、申請物件が滑石の田２７５㎡外１筆、計５１７㎡で、転用目的は個人住宅

です。農地区分は、概ね１０ｈａ以上の一団の農地内に所在する農地で、第１種農

地と判断しております。第１種農地は原則不許可になるところですが、申請地の周

辺において居住する者の日常生活上、業務上必要な施設で、集落に接続して設置さ

れるものとして、例外的に許可は可能となっております。報告第２３号８番と関連

しております。 

 ９ページをお願いいたします。 

４番、申請物件が大倉の畑１,０８０㎡で、転用目的は太陽光発電施設です。農

地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と

判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

５番、申請物件が三ツ川の畑９８６㎡外５筆、計１,９３９㎡で、転用目的は太

陽光発電施設です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い

農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 
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６番、申請物件が岱明町野口の田４０１㎡で、転用目的は個人住宅です。農地

区分は、上下水道管が埋設されている沿道で、概ね５００ｍ以内に２以上の公共施

設が存在する区域内にある農地であり、第３種農地と判断しております。 

 ７番、申請物件が岱明町上の畑１,３５７㎡外１筆、計２,０５７㎡で、転用目的

は太陽光発電施設です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の

低い農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しておりま

す。 

８番、申請物件が岱明町下沖洲の畑７６５㎡で、転用目的は貸資材置場です。

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 １０ページをお願いします。 

９番、申請物件が天水町部田見の田５５０㎡で、転用目的は個人住宅です。農

地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と

判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

１０番、申請物件が天水町立花の田５４㎡で、転用目的は駐車場です。農地区

分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断

し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

以上１０件、合計８,５０４㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全て

の項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提

案しております。 

 去る９月３日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろしく御審議

をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま事務局の説明が終わりました。委員の説明をお願いいたします。 

１番よろしくお願いいたします。 

○推１番（水本信之君） 推進委員１番、水本です。１番の案件について説明いたしま

す。 

 場所は疋野神社の東北１００ｍぐらいで、土地の選定理由は、将来的に家を建て

替えるために敷地拡張と相手側の要望です。譲渡人が兵庫県に住まわれており、管

理できないこともあります。面積は３３㎡、現在の宅地面積は４０６.４７㎡で、

足しましても４３９.４７㎡で、問題はないと思います。 

 現地調査の結果、問題なく本件は許可相当と判断いたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、２番お願いします。 
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○３番（赤松繁之君） 農業委員３番の赤松です。２番の案件について御説明いたしま

す。 

 申請人は宅地建物取引業で、今回は建売住宅３戸分の申請です。場所は築山小学

校の北東４００ｍぐらいのところで、西側は市道、ほかは三方宅地というところで

す。道路より少し低いので、三方をブロックで囲み、道路より少し高くなるように

盛土をするそうです。敷地南側に５.５ｍの進入路を造り、これに給排水管を布設

し、個人宅へ分岐して利用するということです。雨水は道路の宅地側に側溝を埋設

し、市道下の塩ビ管３００㎜ぐらいのものを通して、西側小川へつないで放流とい

うことです。建物は木造平屋造りの１０６.６１㎡の３戸だそうです。 

 現地調査の結果、何ら問題なく許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは３番、お願いします。 

○推２番（植野 司君） 推進委員２番、植野です。 

 案件３番、転用目的は平屋の個人住宅です。造成は、ぐるりとブロックで囲んで

道の高さまで山砂で盛土してありますので、土砂の流出はないとのことです。建築

面積は１４０.４５㎡です。給水は市の上水道を使うそうです。排水、雑排水は合

併浄化槽を設置して、水は道路の側溝に流すそうです。雨水は雨水枡を設置し、水

は道路の側溝に流すそうです。許可相当と判断しました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは４番、お願いします。 

○推６番（森川正志君） 推進委員６番、森川です。 

 ４番の案件はですね、これは売電施設の太陽光発電施設です。パネル１８０枚、

それと出力は２７.５ｋｗということで、この申請地の南側に竹林というかな、そ

ういうやつはあるけれども、太陽光施設に日が当たるように少し切るということで

した。あとはですね、土砂流出というのはないようですので、現地調査の結果です

ね、許可相当と判断しました。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、５番お願いします。 

○推９番（橘 一輝君） 推進委員９番の橘です。５番の案件について説明をいたしま

す。 

 申請地は、県道４号線から北東へ大体直線でですね、２００ｍぐらい入ったとこ

ろの西斜面にある畑６筆で、面積が１,９３９㎡です。転用目的はですね、太陽光

発電施設の設置のためのものです。土地の選定理由といたしましてはですね、現在

譲渡人のほうはですね、菊池の菊陽のほうに住んでおられましてですね、後継者も
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なく、土地の管理がですね、困難ということで処分するということです。太陽光に

はですね、日当たりがいいのでですね、作物の耕作としては不便ですけれども、太

陽光としては日当たりがよくて適地だということであります。 

 給排水についてはですね、目的からすればですね、必要ないということです。排

水についてはですね、生活雑排水等も発生いたしません。それから雨水については

ですね、自然給水式ということです。ただ、集中豪雨等の対策としてですね、隣接

地に被害を及ぼさないように危機管理をして、万一障害が発生するようなことがあ

ればですね、申請人のほうで協議して処理をするということでございます。 

 周囲の状況としてはですね、北側が里道です。東側がですね、約２.５ｍぐらい

高くなっている畑です。南側は宅地と畑、こちらのほうも２ｍぐらい高くなってい

ます。西側についてはですね、宅地と雑種地、雑種地はですね、既に太陽光発電施

設が設置してありました。転用することによってですね、隣接地等にですね、被害

を及ぼすようなことはないということでありますのでですね、許可相当であると判

断をいたしました。御審議のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、６番お願いいたします。 

○１０番（田上 一君） １０番、田上です。６番の案件を説明します。 

 貸人、借人は親子関係です。借人の息子さんが父親の名義の土地の４０１㎡を分

筆して個人住宅を建築されるものです。建築面積は１１７.１７㎡の平屋というこ

とでしたが、新築の場所は市道で５０㎝ぐらいの低いところになりますので、一応

盛土をして、向かいにはブロックを積む予定とのことでした。場所は２０８号線か

ら南へ２００ｍぐらい入ったところになりますが、現在、市道に下水道も来ており

ますので、給水は市の上水道を利用し、生活雑排水、汚水は公共下水道に接続させ

てもらうということでした。また雨水は敷地内に溜め枡を設けて、処理できない分

は道路の側溝に放流させてもらうとのことです。被害防除計画としては、土砂の流

出等がないように周囲をブロックで囲み、十分注意をするとのことでした。また、

周囲は分筆した父親の残りの土地が取り巻いているような状態ですから、被害防除

としては何も問題はないと思いました。許可相当と思いましたのでよろしくお願い

します。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、７番お願いします。 

○１１番（福田友明君） 農業委員１１番の福田です。７番について説明いたします。 

 今回の申請地ですが、北側は竹林、それから里道を挟みまして東側は山林と墓地、

南側は畑となっておりますが、生産性の低い第２種農地であります。譲渡人は後継
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者もなく、農地としての管理が困難であること、また、譲受人は太陽光の発電、売

電を事業とする企業で、申請地は日当たりも良く、管理もしやすいということで、

お互いの要望が一致し、売却が成立したものであります。 

 場所的には、睦合住宅の入り口付近に位置しますけれども、事業目的は太陽光の

発電ということであります。事業面積は、先ほどおっしゃったとおり２,０５７㎡

ですが、給排水の計画はありません。雨水については自然浸透ということでありま

す。今回の計画につきましては、被害防除におきましては、周囲にフェンスを作る

ということでございますが、境より引いて作るということでありました。周囲への

影響もないことを考えますと、許可相当と判断いたします。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま１番から７番まで委員の説明が終わりました。 

 ここで事務局より受付番号８番につきまして、始末書を読み上げます。事務局よ

ろしくお願いいたします。 

○参事（松倉 司君） ― ８番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま事務局より受付番号８番につきまして、始末書の読み上げが終わりま

した。 

引き続きまして、受付番号８番につきまして、担当委員の説明をお願いいたし

ます。８番、どうぞ。 

○１３番（小川信孝君） １３番、農業委員の小川です。 

 この場所はですね、川沿いの河口にありまして、海苔の種の培養をされておりま

した。転用は済んでいたものと思って説明がありましたように、資材置場、駐車場

等として利用されておりました。今後もその下のほうの北側に農地も購入されて、

今までどおりそのハウス、駐車場、資材置場として利用したいということでありま

した。雑排水は、今までどおり雨水は敷地内に自然浸透させて、今までどおり利用

していきたいということでございました。本人の勘違い等もありますが、よろしく

審議のほどお願いします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。ただいま８番について説明を

いただきました。ありがとうございました。 

 引き続きまして、事務局より、受付番号９番につきまして始末書を読み上げます。

事務局よろしくお願いいたします。 

○参事（松倉 司君） ― ９番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま受付番号９番につきまして、始末書の読み上げが終わりました。 
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引き続きまして、受付番号９番につきまして、委員の説明をお願いいたします。 

９番、お願いします。 

○１７番（永田眞一君） 農業委員１７番、永田です。９番の案件について説明いたし

ます。 

 申請地は、有明広域行政事務組合消防本部玉名消防署天水分署より北側の２００

ｍのところにあります。申請人は借家住まいであるが、将来の生活設計を充実させ

たく、実父母の横の土地に個人住宅を新築するものです。給排水計画は、給水はボ

ーリングにより地下水を利用する。生活排水、汚水は公共下水道に接続する。雨水

は浸透枡を設置して、南側の水路に流すそうです。被害防除計画を敷地周辺にコン

クリートブロックで囲み土砂流出をしないようにする。近隣の農地に影響はありま

せん。現地調査の結果、許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま９番について説明が終わりました。 

 引き続き、受付番号１０番につきまして委員の説明をお願いいたします。 

 １０番、お願いします。 

○１８番（堀田昌子君） １８番農業委員、堀田です。１０番の案件について説明しま

す。 

 申請地は、旧県道の買収時の残地です。三角形の形状であり、耕作に不便で生産

性の低い農地です。申請人は水路を挟んで東側に資材置場を借用しており、ここへ

の進入口になります。駐車場ですので給排水は必要ありません。北は宅地、西、南

は道路です。東側の水路への土砂の流出を防ぐためブロック等を積むよう計画して

あります。現地調査の結果、許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

委員の説明が終わりました。１番から１０番まで、皆さん何か御意見、御質問

などはございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第３７号農地法第５条の規定による許可申請について、原案どおり承認するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第３７号については、許可することに決定いたしまし

た。 

 次に、議第３８号農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 
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 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。１１ページをお願いいたします。 

 議第３８号農用地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８

条第１項の規定による農用地利用集積計画について、次のとおり決定する。令和元

年９月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １２ページから１３ページの総括表、１４ページから１５ページまでの集計表の

とおり、玉名市長より意見を求められております。今回は所有権移転が５件２３,

２３２㎡、利用権設定が１２件３７,５０５㎡、合計１７件、６０,７３７㎡の集積

で、いずれも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているもの

と判断し、御提案しております。 

よろしく御審議をお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま事務局の説明が終わりました。この件につきまして、何か御意見、御

質問などはございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第３８号農用地利用集積計画の決定について、原案どおり決定することに異議

のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第３８号については、原案どおり決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．報 告 

○議長（永田知博君） 次に報告第２３号、第２４号及び第２５号について、事務局よ

り説明をお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） 事務局、小山です。１６ページをお願いいたします。 

 報告第２３号農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条第

６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理したの

で報告します。令和元年９月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 今回１６ページから１８ページまでの９件、合計２０,２３１㎡の解約通知を受

理しております。 

 続きまして、１９ページをお願いいたします。 

報告第２４号農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届がありました

ので報告します。令和元年９月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 
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今回１件、１４４㎡の届出を受理しております。 

 ２０ページをお願いします。 

 報告第２５号非農地証明願いについて。下記土地は、現況山林により、農地法第

２条に規定する農地ではないことを証明したので報告します。令和元年９月５日提

出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 耕作放棄地のうち今回８件、２０ページから２１ページまでの１９筆、２０,１

３９㎡について、非農地証明の願い出があり、地元委員同道の上、現地調査の結果

農地に該当しないと判断し、非農地証明書を発行しましたので報告いたします。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 ただいま報告第２３号、２４号、２５号について事務局の説明が終わりました。

この件につきまして、皆さんより何か御意見、御質問などはございませんでしょう

か。 

はい、どうぞ。 

○推１９番（平野秀正君） すみません、推進委員１９番、平野です。この非農地証明

願いということで、２０ページより書いてありますけど、これ前も説明伺ったんで

すけど、これ農振から外れてなければ認められないはずですけども。 

○事務局次長（西川慶一郎君） 事務局次長の西川です。 

 非農地証明につきましてですね、農振農用地以外の農地であることが一応条件と

なっております。 

○推１９番（平野秀正君） 実はですね、私たち小天のミカン畑を見ますとですね、三

ノ岳から金峰山へずっと山を下りてきて、昔は増やせ増やせということでミカン畑

を上まで上げたんですけど、もう高齢化になってみんな手が回らなくなってやめて

いったんですけど、もうみんな手が届かないという、この話をですね、何月か聞い

たとき部落の集会のとき話したんですよ。そのときに、なら俺も出そうごたっとや

けど、最後の説明の際に、農振から外れてるところでお願いしますということで、

みんながっかりしなはったんですよ。もうこれ以上ですね、ほとんどが山になって

しもうとるんですけど、利用価値がないとですよほとんど、する人もおらんからで

すね。だから、なんとか平野君どがんかしてくれんかいと言わすけど、私のとこじ

ゃわからんけんということで、実際農振から外れとるかどうか自分で調べてくれと

いうてからしてもろたです。でも今後もますます荒れるだけの土地を、その子ども

や孫たちに固定資産税払うていかせにゃんけんですね。その辺のこともなんとか検

討してもらえないだろうかという意見も出たもんだけんですね。これは簡単にでき

る話じゃないとわかっておりますけど、山になっていって、子どもに譲って税金だ
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け払わせるのはかわいそうな気がしたもんだからですね、じゃあまた聞いてきます

ということでなったんですけど、なんとか。ちょっと無理なことですけど。 

○事務局長（小山 博君） はい、事務局小山です。権限上、農業委員会でということ

がどうしてもできないので、これは農振の審査によって決定されるものでありまし

て、もちろんそのような意見があったということはですね、この農業委員さんなど

もその審議会の審議の中にも当然入っておられますので、今の意見も踏まえて検討

していきたいというところでございます。以上です。 

○推１９番（平野秀正君） わかりました。今、補足で説明があったということを帰っ

て説明しておきます。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。貴重な御意見ありがと

うございました。 

 ほかに何か皆さんございませんでしょうか。はい、赤松委員どうぞ。 

○３番（赤松繁之君） 今の説明は、前ですね、私が聞いたときは、なんか何年かに一

回、そういう農振とかああいうのが審査があってるからというような話だったんで

すけど、何年に一回て決まってるんですか。 

○事務局長（小山 博君） はい、事務局、小山です。これ定期的には農振除外、毎年

されていることだと思いますけど、ちょっと確認をしておきます。 

○参事（松倉 司君） 事務局の松倉です。もちろん担当ではございませんので、知っ

てる限りの話だけちょっとさせていただきますけれども、玉名市の農業振興地域計

画を管理しているのは玉名市の農林水産政策課になりますけれども、国・県の方針

でですね、玉名市全体の農業のことを考えて農振地域指定したり、追加したり外し

たりとかするんですけども、やはり農業の情勢も変わってきますので、概ね５年ご

とに見直しをする。玉名市全体の見直しをするというということでやっているとこ

ろでございます。 

 先ほどお話があったように、地域的にも大きく外すのであれば、その５年ごとの

全体見直しの中でですね、外していくのが一番やり方としてはいいかと思っていま

す。個別にもですね、年に２回協議があっておりますので、そこで個別で審査を、

例えば農振内に入っている農地に家を建てたいけれどもというような話であれば、

個別の見直しで対応できると思います。広く検討する余地があるならば、その全体

見直しの中でですね、５年に一度の全体見直しの中で、農用地区域からの除外をで

すね、市と協議をしてですね、検討すればいいかなと思います。 

○議長（永田知博君） はい、それではですね、今の非農地申請の件は、まだまだちょ

っとここだけですぐ答えが出るわけでございませんので、また引き続き検討して、

農林水産政策課とも話をしながら答えを出していくようにしときます。よろしくお
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願いいたします。 

 それでは、これをもちまして議案審議と報告を終わりにいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．その他 

○議長（永田知博君） その他に移ります。その他、皆さんからは何かございませんで

しょうか。 

 それではですね、１枚のを配付しておりますけれども、この第６回の総会終了後、

農業委員会懇親会を行いたいということで、来月の１０月７日１８時よりつかさの

湯におきまして懇親会をやりたいということで計画を立てまして、これについて皆

さんどうでしょうか。 

○議長（永田知博君） はい、どうぞ。 

○８番（船津和利君） 農業委員８番の船津です。この１０月ですね、稲刈りで相当忙

しいんですよね。私も個人的にライスセンターをしてます。岡村さんもずっとライ

スセンターはされておるけど、ちょっと忙しいなあと。よければ１１月か１２月ぐ

らいに延ばしていただけないかなと。 

○議長（永田知博君） これにもいろいろと皆さんの御意見、御質問とかありましてで

すね、１２月は忘年会が３つも４つもつかえて忙しいと。それよりもうちょっと中

のほうで、間で懇親会ぐらいせんでよかばいというようなことをいただきました。

また、その日は総会日でもございますし、宴会は夜でございますので、その辺も考

慮していただいて、また、これもですね、強制でどうのこうのということではあり

ませんので、その辺はおくみ取りいただきたいと思います。 

○推８番（岡村栄一君） 推進委員８番の岡村ですけど、船津さんと私と澤村君はライ

スセンターだもんだけん、夜あたり籾摺りしたりなんたりするもんでですね、ちょ

っと来はでけんと思うので。 

○議長（永田知博君） あのですね、それはこれだけ皆さんいろいろお持ちですから、

何か事情があるのはどうしてもやむを得ん、そういうことはしょうがないですよ。

それは１００％全員出席とはいきませんので、その辺はよろしくお願いします。 

 それで事務局としては、一応ここに提案しております状況のもとに進めていきた

いと思いますけれども、いかがでしょうか。よろしいですか。 

 はい、どうもありがとうございました。それでは事務局のほうでこの段取りで進

めてまいります。よろしくお願いいたします。 

○事務局長（小山 博君） それから、今の懇親会のこの配付に示してあるとおりです。

次回総会開催の１０月７日終了後、１８時からの開始であります。場所はつかさの

湯で行います。会費は５,０００円になりますが、農業委員会の皆さんの互助会費



－ 21 － 

より支出させていただきます。出席者はこの農業委員、農地利用最適化推進委員、

農業委員会事務局職員となります。 

 それで、出欠につきましては、欠席の場合のみですね、９月２５日までに、ここ

に書いてありますけど、事務局まで欠席の場合は御連絡をお願いします。そのあと

確認のため電話をする場合もあるかと思いますけど、一応欠席の場合は連絡をいた

だくということで、９月２５日までにお願いいたします。 

 懇親会につきましてのお知らせは以上です。 

○主事（村上寛子君） お疲れさまです。事務局の村上です。 

 お知らせのですね、２つ目にも書いてあるんですけれども、農業委員会新任委員

研修会というのが案内がありました。これが１０月２８日月曜日で、一応予定とい

たしまして１０時半から３時半まで、熊本市食品交流会館、フードパル熊本内であ

ります。新任委員、就任１年未満程度を対象とした研修になります。昨年新制度に

なって１年は経っていますけれども、新制度になってから初めての研修ですので参

加したいと思っています。 

 先ほども言ったとおりですね、新任１年未満が対象ですので、新規の委員さんで

参加希望の方を対象とします。もちろん新規じゃない方も希望があれば参加できま

す。研修内容はですね、農業委員会制度と業務、先輩委員の活動事例、農地制度、

農地中間管理事業、人・農地プラン等になります。また、通知が着き次第、詳細に

つきましてはお伝えしますので、よろしくお願いします。以上です。 

○事務局次長（西川慶一郎君） 事務局次長の西川です。 

 引き続きですね、私のほうからですけれども、先月の総会でですね、お願いをい

たしました令和元年度農地利用状況調査につきましてはですね、大変お世話になり

ました。紫色のですね、ファイル、それと茶色の大きな袋に入っております地図の

一式につきましてはですね、御持参いただきました範囲におかれましては、私のほ

うまでですね、提出していただきますようお願いいたします。 

 またですね、本年度がちょっと８月雨がちょっと雨天がかなり多くて、なかなか

ちょっとまだ終わっておられない班の方もおられると思います。その場合ですね、

恐れ入りますが後日ですね、市役所の農業委員会の私のほうまでですね、提出をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（永田知博君） それでは、最後でございますけれども、この前、先月の２９日

の熊本県農地利用最適化推進大会の席でも要望がございましたけれども、農業者年

金加入促進と農業新聞、この２つを頑張って取ってくれということが要望がござい

ました。荒尾とか和水とか、玉東あたりも１００％という数字が出ておりまして、

玉名市が８０何パーセント、もう少しちょっと皆さんにも頑張って、農業者年金な
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どなるべく進めていただきたいと思うわけです。よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．閉 会 

○議長（永田知博君） 以上をもちまして本日の議案審議を終わります。 

 どうもお疲れさまでした。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時２７分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

令和元年９月５日 
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